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　その第一歩として、小松中央公園へ椿を植樹する「椿」
の森づくりを行います。小松地区老人クラブ連合会が椿栽
培事業に取り組んで20年を記念するとともに、後世へ香り
高い文化を継承していくために、老人クラブの皆さんが小
松つばき会の協力を得て植樹を行います。自由に参加でき
ますので、この機会に皆さんも植樹に参加してみませんか。
　「椿」は冬の時節を彩り、まちを温かくし、ふれあいの
場をつくります。長寿の木「椿」、千年先に想いをはせて
植樹してみませんか。
■日時　11月23日㈰　９時～
■集合場所　小松中央公園　第１駐車場
■定員　先着200人
■問合せ　小松総合支所　総務課
※各自スコップなどをお持ちください。
※参加者に、椿の苗木を１本プレゼントします。

「安全で、新鮮で、旬が満載 ! !」
　　　　  《丹原発「土のめぐみ」冬便の受付スタート》

　今年も、ふるさと小包「土のめぐみ」冬便の受け付けが
始まりました。
　「土のめぐみ」は、新年をふるさとの味で祝っていただ
こうと、西条市生活研究協議会丹原支部が平成８年から取
り組んで全国発送しており、毎年大変喜ばれています。
　お世話になった方やふるさとを離れて暮らしている方に、
お届けしませんか？
　内容は、白菜・里芋・あたご柿の渋抜きなど、季節の野
菜や果物をはじめ、白餅・手作り味噌、そして丹原伝統の
しめ飾りなど。季節感あふれる「ふるさと丹原の味」を安
全・安心とともに箱いっぱいに詰めてお届けします。
◆料金　１箱 4,000円（送料・消費税含）

◆申込期間　11月１日㈯～12月８日㈪
◆申込先　・西条市生活研究協議会丹原支部グループ員
　　　　　・丹原郵便局（郵便振替を利用する場合は下記
　　　　　　　口座に料金を振り込んでください）
　　　　　　　振込口座：丹原郵便局　01680－0－20772
　　　　　　　　　　　　　　「土のめぐみ実行委員会」
                     ・丹原総合支所農林水産課
◆問合せ
　目見田　℡0898－64－0481　
　松　木　℡0898－68－6478
　　　 　   ℡090-4787-3084
　桑　村　℡0898－68－0249
　丹原総合支所農林水産課
　℡0898－68－7300
  （内線236）

施設の慰問では、お年寄りの方から「元気がもらえる」と
大変喜ばれています。また、昨年は、伝統芸能の保存継承
と地域文化の振興に大きく寄与していることが評価され、
西条市文化協会から「芸術文化奨励賞」を受賞しました。
　練習は毎週木曜日、16時半から三芳公民館で行われてい
ます。「こんにちは」「お願いします」のあいさつから始
まり、年齢差も関係なく、お互いが教え合いながら一生懸
命に取り組んでいます。「練習中、力いっぱい声を出し、
手にまめができ、そのまめが
破れて血がにじむこともあり
ますが、これからも、大好き
な太鼓を通して、みんなに元
気を与えられるように頑張っ
ていきたい」と指導者の安藤
さんは語ってくれました。
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　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

　黄色いジュータンのような菜の花畑

「一打に　魂を込めて」
　　　　　　　　　      　　　　《三芳祝い太鼓保存会》

　　　　　　　　　　　　　　「三芳祝い太鼓保存会」は
　　　　　　　　　　　　　三芳小学校の児童約20名で演
　　　　　　　　　　　　　奏する和太鼓グループで、今
　　　　　　　　　　　　　年で創立23年目を迎えます。
　昭和60年に三芳小学校の児童を中心に「三芳わらべ歌グ
ループ」としてスタートした「三芳祝い太鼓保存会」は、
昭和62年、三芳小学校舎の落成記念として、公民館とＰＴ
Ａから大太鼓四張りがプレゼントされ「三芳子ども太鼓」
となり、後に「三芳祝い太鼓」へ、そして平成７年に「三
芳祝い太鼓保存会」へと引き継がれてきました。
　市や地域の文化祭、お祭りや市内外の各種イベント、福
祉施設への慰問などを中心に演奏活動を続けており、福祉

「椿」千年の森づくりに参加しませんか

　小松には藩政時代から椿の愛好家が多く、仏心寺の明石
蓮や大城冠、本善寺の白玉、近藤篤山旧邸の篤山椿など、
銘椿といわれる古木が多く残っています。これからの季節、
寺院や旧家だけでなく多くの家々の庭で椿が咲き誇ります。
　この椿への想いを後世にも残していこうと、旧小松町で
は昭和60年に椿を「町花」に制定し、まちを椿でいっぱい
にしようと、老人クラブは椿栽培事業に取り組み、育てた
苗木を婚姻や出生の届出時に記念として贈呈したり、小松
中央公園へ移植したり、一千本の椿園づくりをめざして活
動してきました。
　今後も、藩政時代から連綿と受け継がれてきた「椿の香
りと文化」を絶やすことのないように、時代を超えた取り
組みが必要です。 ▲小松紅

西条市生活研究協議会丹原支部は、
現在６グループ、24人の会員で構成
され、地産地消・食育・集落環境づ
くり等の活動に取り組んでいます。
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